
海
幸
山
幸
の
中
世
神
話
考

―
―
絵
巻
『
か
み
よ
物
語
』
を
中
心
に
―
―

金

英

珠

一
、
は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
「
海
幸
山
幸
神
話
」
は
、
神
武
天
皇
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
神
話

と
し
て
、『
古
事
記
』
上
巻
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
最
後
に
語
ら
れ
る
。

神
話
時
代
の
最
後
と
皇
統
の
始
発
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
こ
と
、
ま
た
、
神

代
で
は
唯
一
独
立
し
た
物
語
と
し
て
絵
巻
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重

要
性
が
指
摘
で
き
る
話
で
あ
る
。「
海
幸
山
幸
神
話
」
に
取
材
す
る
絵
巻
に

『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
と
絵
巻
『
か
み
よ
物
語
（
別
称
「
玉
井
物
語
」）』

が
あ
る
。
十
一
世
紀
後
半
、
後
白
河
院
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
『
彦
火
々
出

見
尊
絵
巻
』
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』（
以
下
「
記
紀
」）
の
神
話

と
は
異
な
る
、あ
ら
た
な
〈
中
世
日
本
紀
〉
と
し
て
、小
川
豊
生
氏
等
に
よ
っ

て
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き（

１
）たが
、
そ
れ
に
比
べ
、『
か
み
よ
物
語
』
は

今
ま
で
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。『
か
み
よ
物
語
』
は
、『
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
』
と
は
別
系
統
の
絵
巻
で
、
新
し
い
伝
承
を
多
く
取
り
入

れ
る
な
ど
、
詞
書
と
絵
画
に
お
い
て
独
自
性
が
認
め
ら
れ
、「
海
幸
山
幸
神

話
」
の
展
開
を
考
え
る
際
に
は
欠
か
せ
な
い
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
。
本
稿
で

は
、『
か
み
よ
物
語
』
を
中
心
に
、「
海
幸
山
幸
神
話
」
の
中
世
的
変
容
を
た

ど
り
な
が
ら
、
中
世
に
お
け
る
「
海
幸
山
幸
神
話
」
認
識
の
変
転
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

◆
物
語
の
概
要
（『
日
本
書
紀
』
本
文
に
よ（

２
）る）

海
幸
彦
と
よ
ば
れ
る
兄
と
、山
幸
彦
と
よ
ば
れ
る
弟
（
彦
火
々
出
見
尊
）

は
、
あ
る
日
、
お
互
い
の
幸
を
交
換
す
る
が
、
二
人
と
も
何
も
獲
る
こ
と

が
で
き
ず
、
彦
火
々
出
見
尊
は
兄
の
釣
針
を
失
く
し
て
し
ま
う
。
釣
針
を

返
す
よ
う
に
兄
に
責
め
ら
れ
、彦
火
々
出
見
尊
が
海
辺
で
嘆
い
て
い
る
と
、

塩
土
老
翁
が
現
れ
て
、
海
神
宮
に
行
く
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
。

海
神
の
宮
の
門
の
と
こ
ろ
に
あ
る
井
で
、
海
神
の
娘
で
あ
る
豊
玉
姫
に

出
会
い
、
宮
の
中
へ
と
案
内
さ
れ
た
尊
は
、
釣
針
を
取
り
戻
し
、
豊
玉
姫

と
結
婚
す
る
。
三
年
後
、
故
郷
に
戻
る
尊
に
、
海
神
は
、
釣
針
と
潮
満
瓊
・

潮
涸
瓊
を
差
し
出
し
、
兄
を
降
伏
さ
せ
る
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
。
豊
玉

姫
は
、
尊
に
妊
娠
を
告
げ
、
海
辺
に
産
屋
を
建
て
て
待
つ
よ
う
に
頼
む
。

帰
っ
て
き
た
尊
は
、
海
神
の
教
え
通
り
、
兄
を
服
従
さ
せ
る
。
兄
は
弟

に
位
を
譲
り
、
代
々
仕
え
る
こ
と
を
誓
う
。
今
の
吾
田
君
小
橋
等
は
兄
の
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子
孫
で
あ
る
。
出
産
の
た
め
に
海
辺
に
や
っ
て
き
た
豊
玉
姫
は
、
お
産
の

様
子
を
見
な
い
よ
う
に
尊
に
頼
む
が
、尊
は
我
慢
で
き
ず
覗
い
て
し
ま
う
。

す
る
と
、豊
玉
姫
は
龍
の
姿
に
な
っ
て
い
た
。豊
玉
姫
は
尊
が
約
束
を
破
っ

た
こ
と
に
怒
り
、
生
ま
れ
た
子
（
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
）
を
お
い
て
、
海

路
を
閉
じ
て
帰
っ
て
し
ま
い
、
妹
の
玉
依
姫
が
乳
母
と
し
て
送
ら
れ
る
。

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
は
叔
母
で
あ
る
玉
依
姫
と
結
婚
し
、
イ
ワ
レ
ビ
コ

（
神
武
天
皇
）
が
生
ま
れ
る
。

二
、
絵
巻
の
伝
本

（
一
）
明
通
寺
本
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』

福
井
県
明
通
寺
に
伝
わ
る
六
軸
の
絵
巻
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
は
、
狩

野
種
泰
に
よ
る
一
六
五
九
年
の
模
写
本
で
あ
る
が
、『
看
聞
日
記
』
の
嘉
吉

元
年
（
一
四
四
一
）
四
月
十
六
日
の
条
に
、『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
の
原

本
と
思
わ
れ
る
絵
巻
が
若
州
小
浜
の
松
永
庄
新
八
幡
宮
に
在
り
、
天
皇
へ
の

進
覧
の
た
め
、
後
崇
光
院
が
こ
の
絵
巻
を
借
出
し
た
と
の
記
述
が
あ（

３
）り、
共

に
小
浜
に
あ
っ
た
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
や
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
の
人
物

表
現
と
の
近
似
か
ら
も
、
そ
の
原
本
は
、
後
白
河
院
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

も
の
と
想
定
さ
れ
て
い（

４
）る。後
白
河
院
の
絵
巻
工
房
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
絵
巻
を
理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
、
先
行
研
究
も
、
絵
巻
の

政
治
性
や
後
白
河
院
の
極
楽
往
生
へ
の
希
求
な
ど
に
注
目
し
て
『
彦
火
々
出

見
尊
絵
巻
』
の
解
読
を
試
み
る
も
の
が
多（

５
）い。

『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
と
直
接
な
影
響
関
係
が
あ
る
資
料
に
、
若
狭
神

社
所
蔵
『
若
狭
彦
若
狭
姫
大
明
神
秘
密
縁
起
』
が
あ
る
。
若
狭
神
社
は
、
明

通
寺
の
近
く
に
位
置
し
、
彦
火
々
出
見
尊
（
若
狭
彦
明
神
）
と
豊
玉
姫
（
若

狭
姫
）
を
祭
神
と
す
る
神
社
で
あ
る
。
本
縁
起
は
、
絵
を
伴
う
も
の
で
は
な

い
が
、
所
々
に
み
ら
れ
る
本
文
表
現
の
類
似
性
か
ら
、『
彦
火
々
出
見
尊
絵

巻
』
を
参
考
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
資
料
と
し

て
注
意
さ
れ
る
。

（
二
）
絵
巻
『
か
み
よ
物
語
』

現
在
確
認
で
き
る
『
か
み
よ
物
語
』
の
伝
本
は
全
七
本
で
、
外
題
と
内
題

を
欠
く
も
の
が
多
く
、
書
名
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
便
宜

上
、『
か
み
よ
物
語
』
に
統
一
す
る
こ
と
に
す
る
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
伝
本
は
、
詞
書
と
画
中
詞
に
お
い
て
極
め
て
異
動

が
少
な
く
、
絵
の
表
現
に
お
い
て
も
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
祖
本
を
持
つ
同
系
統
の
絵
巻
と
考
え
ら
れ（

６
）る。

◆
『
か
み
よ
物
語
』
の
伝
本

①
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
か
み
代
物
語
』：

絵
巻
一
軸
、
外
題
・
内
題
な

し
、
室
町
時
代
。
↓
以
下
「
岩
瀬
本
」

②
個
人
蔵
『
か
み
よ
物
語
』（
思
文
閣
旧
蔵
）：

絵
巻
一
軸
、
外
題
・
内

題
な
し
、
桃
山
時
代
。
↓
以
下
「
旧
思
文
閣
本
」

③
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
『
玉
井
乃
物
語
』（
赤
木
文
庫
旧

蔵
）：

絵
巻
一
軸
、
外
題
「
玉
井
乃
物
語
」、
内
題
な
し
、
江
戸
前
期
。

↓
以
下
「
青
山
本
」

④
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
彦
火
々
出
見
尊
草
子
』（
赤
木
文
庫
旧

蔵
）：
絵
巻
一
軸
、
外
題
・
内
題
な
し
、
帰
還
後
の
画
な
し
、
江
戸
前

期
。
↓
以
下
「
慶
応
本
」

⑤
大
阪
府
茨
木
市
磯
良
神
社
蔵
『
玉
之
井
の
縁
起
』：

絵
巻
一
軸
、
外
題

― 171 ―



「
玉
之
井
の
縁
起
」、
内
題
な
し
、
江
戸
前
期
、
画
中
詞
少
。
↓
以
下

「
磯
良
本
」

⑥
加
賀
豊
三
朗
氏
旧
蔵：

全
体
の
五
分
の
一
程
度
の
残
欠
本
、
現
在
所
在

不
明
。

⑦
杉
本
梁
江
堂
目
録
掲
載
『
龍
宮
城
豊
玉
姫
』：

絵
巻
、現
在
所
在
不
明
。

三
、
中
世
の
変
容

（
一
）
塩
土
老
翁
の
変
転

①
「
海
道
の
案
内
者
」
か
ら
「
帝
道
を
塩
梅
す
る
者
」
へ

記
紀
神
話
に
お
け
る
塩
土
老
翁
は
、
海
辺
で
嘆
い
て
い
る
彦
火
々
出
見
尊

に
、
海
神
の
宮
へ
行
く
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
神
と
し
て
登
場
す
る
。『
か

み
よ
物
語
』
で
も
、
塩
土
老
翁
は
「
面
白
く
く
み
た
る
か
ご
」
で
、
彦
火
々

出
見
尊
を
龍
宮
に
行
か
せ
る
案
内
者
と
し
て
出
て
く
る
。

此
翁
、
の
り
物
を
、
も
ち
て
候
な
り
。「
此
く
み
か
ご
に
め
し
て
、
海

中
へ
、
い
ら
せ
た
ま
は
ゞ
、
お
ぼ
し
め
す
所
へ
、
さ
う
な
く
、
ゆ
か
せ

た
ま
ふ
べ
し
」。
面
白
く
く
み
た
る
か
ご
を
、
と
り
い
だ
し
て
、
ま
い

ら
せ
け
れ
ば
、
御
子
、
な
の
め
な
ら
ず
、
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
事
、
か
ぎ

り
な
し
。「
我
、
龍
宮
に
い
た
り
、
お
も
ふ
ま
ゝ
な
ら
ば
、
な
ん
ぢ
を
、

か
な
ら
ず
人
に
な
す
べ
き
」
と
、
お
ほ
せ
あ
つ
て
、
す
で
に
、
龍
宮
に
、

お
も
む
き
た
ま
ふ
な
り
。

（『
か
み
よ
物（

７
）語』）

弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
の
奥
書
を
持
つ
真
福
寺
本
『
八
幡
大
菩
薩
』

（
内
題
『
八
幡
大
菩
薩
御
体
事
』）
に
「
ワ
ガ
カ
タ
ニ
ノ
リ
タ
マ
ヘ
」
と
あ

り
、
江
戸
中
期
の
都
の
錦
作
『
風
流
神
代
巻
』
に
は
「
手
を
と
り
く
み
て
、

二
人
で
海
中
に
入
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
老
人
の
肩
に
乗
っ
た
り
、
手
を
組

ん
だ
り
す
る
な
ど
、
龍
宮
に
向
う
方
法
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
が
、
翁
が
海

道
の
案
内
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
塩
土
老
翁
は
「
記
紀
」
の

「
海
幸
山
幸
の
段
」
に
つ
づ
く
「
神
武
東
征
の
段
」
に
も
、
海
道
の
案
内
者

と
し
て
出
て
く
る
。
海
道
を
案
内
す
る
翁
神
は
、
日
本
神
話
に
多
く
み
ら
れ

る
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
出
兵
す
る
神
功
皇
后
の
前
に
現
わ
れ
る
翁
（
住
吉
明

神
）
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
い
え
る
。

『
大
方
便
仏
報
恩
経
』『
三
宝
絵
』『
三
国
伝
記
』
な
ど
に
み
え
る
大
施
太

子
譚
は
、「
貧
し
い
民
を
救
う
た
め
に
、
如
意
宝
珠
を
求
め
て
龍
宮
に
赴
く
」

太
子
の
話
で
、
こ
の
話
に
は
、
道
を
案
内
す
る
盲
目
の
翁
が
登
場
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
出
典
で
あ
る
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
で
は
、
王
の
命
に
よ
っ
て
強

制
的
に
太
子
の
案
内
役
に
さ
せ
ら
れ
、
途
中
で
息
絶
え
る
翁
が
、『
三
国
伝

レ

ノ

レ
リ

記
』
で
は
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
、「
吾
龍
宮
案
内
能
知

。
雖
レ

ト

ハ

ニ

ハ

然
今
已
盲
目
ナ
レ
バ
御
供
不
レ （

８
）叶」
と
道
を
教
え
る
展
開
に
変
わ
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
翁
神
の
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
さ
れ
た
変
化
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、『
か
み
よ
物
語
』
の
彦
火
々
出
見
尊
は
、
龍
宮
に
向
か
う
前
、
塩

土
老
翁
に
「
な
ん
ぢ
を
、
人
に
な
す
べ
し
」
と
約
束
す
る
。
実
際
、
龍
宮
か

ら
帰
っ
て
き
た
尊
は
、
自
分
が
位
を
得
て
日
本
の
主
と
な
っ
た
の
は
、
翁
の

教
え
の
お
か
げ
だ
と
、「
い
か
で
か
、
お
ん
を
、
ほ
う
ぜ
ざ
る
べ
き
」
と
述

べ
、
塩
土
老
翁
を
内
裏
に
呼
ん
で
、「
つ
く
し
の
う
ち
、
よ
き
所
、
五
か
所

ま
で
」
を
下
賜
す
る
。
詞
書
の
み
で
な
く
、
塩
土
老
翁
が
内
裏
で
彦
火
々
出

見
尊
を
謁
見
す
る
場
面
も
描
か
れ
る
（【
図
１
】）。
塩
土
老
翁
の
後
ろ
に
は
、

文
臣
と
武
臣
の
服
装
を
し
た
人
物
が
配
置
さ
れ
、
こ
の
場
面
は
、
帝
と
家
臣
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と
い
う
、
上
下
関
係
が
強

調
さ
れ
て
い
る
印
象
が
見

受
け
ら
れ
る
。
彦
火
々
出

見
尊
と
出
会
う
海
辺
の
場

面
で
、
塩
土
老
翁
が
ひ
ざ

ま
ず
く
姿
勢
で
描
か
れ
て

い
る
こ
と
も
、
二
人
の
間

の
上
下
関
係
を
表
す
た
め

の
演
出
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。こ
の
よ
う
に
、彦
火
々

出
見
尊
と
塩
土
老
翁
を
君

臣
関
係
と
す
る
認
識
は
、

『
か
み
よ
物
語
』
の
持
つ

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
伝
承
が
生
ま
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
一
四
五
六

年
頃
成
立
し
た
日
本
紀
注

シ

テ

釈
書
、
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
が
、
塩
土
老
翁
を
「
蓋
稟
二

天

ヲ

ス
ル

命
一

而
塩
梅
二

帝
道
ヲ
一

者
也
」
と
解
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
天
理

本
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』（
十
六
世
紀
）
が
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
を
引
用

し
な
が
ら
、「
帝
ヲ
タ
ス
ク
ル
者
」
と
敷
衍
し
て
い
る
よ
う
に
、
塩
土
老
翁

を
帝
の
助
力
者
に
限
定
し
て
説
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
塩
梅
」
を
以
っ
て

帝
と
の
関
係
を
表
す
例
は
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
以
前
に
も
み
ら
れ
る
。
建
久

本
『
北
野
天
神
縁
起
』
に
「
其
む
か
し
を
た
ず
ぬ
れ
ば
、
文
道
の
大
祖
、
風

月
の
本
主
な
り
。
あ
る
ひ
は
天
下
に
塩
梅
と
し
て
帝
図
を
輔
導
し
、
或
は
天

上
に
日
月
と
し
て
、
国
土
を
照
ら
し
給
へ
り
」
と
あ
り
、
は
や
く
も
鎌
倉
前

期
か
ら
み
え
は
じ
め
る
。
大
江
匡
衡
が
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
に
書
い
た

祭
文
「
北
野
天
神
供
二

御
幣
并
種
々
物
一

文
」
に
も
、
建
久
本
『
北
野
天
神
縁

起
』
と
ほ
ぼ
同
文
が
み
ら（

９
）れ、
慶
長
八
年
古
活
字
本
『
太
平
記
』
巻
十
二

「
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
」
に
も
「
天
ニ
御
坐
テ
ハ
日
月
ニ
顕
光
照
国

土
、
地
ニ
降
下
テ
ハ
塩
梅
ノ
臣
ト
成
テ
群
生
ヲ
利
シ
玉
フ
」
と
あ
る
。
塩
土

老
翁
の
名
前
、
そ
し
て
、
海
道
を
案
内
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
「
帝
道
を
塩
梅
す

る
者
」
と
リ
ン
ク
し
て
、
塩
土
老
翁
は
「
帝
を
助
け
る
者
」
で
あ
る
と
い
う

新
し
い
伝
承
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
塩
作
り
の
神

『
か
み
よ
物
語
』
に
は
、
彦
火
々
出
見
尊
が
龍
宮
へ
と
出
発
す
る
場
面
の

次
に
、
以
下
の
よ
う
な
塩
土
老
翁
の
説
明
が
述
べ
ら
れ
る
。

此
し
ほ
つ
ゝ
の
翁
と
申
は
、
我
て
う
に
て
、
し
ほ
を
、
や
き
い
だ
し
た

る
人
な
り
。
今
せ
け
ん
に
、
上
下
ば
ん
み
ん
、
し
ほ
を
ふ
く
す
れ
ば
、

ふ
ら
う
ふ
し
の
、
く
す
り
と
な
つ
て
、
其
あ
ぢ
は
い
、
す
ぐ
れ
た
り
。

此
翁
、
其
の
ち
、
じ
ゆ
み
や
う
、
か
ぎ
り
な
く
し
て
、
い
き
な
が
ら
、

か
み
と
な
つ
て
、
し
ほ
つ
ゝ
の
明
神
と
て
、
つ
く
し
に
、
今
に
あ
が
め

給
ふ
。
め
で
た
く
、
ふ
し
ぎ
な
り
し
事
ど
も
な
り
。（『
か
み
よ
物
語
』）

塩
土
老
翁
は
「
初
め
て
塩
を
焼
き
出
し
た
人
」
で
あ
り
、
生
き
な
が
ら

「
塩
土
明
神
」
と
な
っ
た
と
説
く
。塩
土
老
翁
を
塩
作
り
の
神
と
す
る
説
は
、

『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
「
塩
土
翁
ハ
、
則
初
テ

作
レ

塩
ヲ

之
神
ナ
リ

。
塩
ハ

煮
テ

レ

【図１】塩土老翁、内裏で尊を謁見する場面「旧思文閣本」
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海
ヲ

為
ス

レ

之
ヲ

、
此
ノ

翁
ハ

伊
弉
諾
尊
之
子
、
見
タ
リ

レ

上
ニ

」
と
み
え
る
。『
日
本

書
紀
纂
疏
』
は
、
天
理
本
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
や
謡
曲
の
注
釈
書
『
謡

抄
』（
一
六
〇
〇
年
前
後
）
な
ど
、
多
く
の
注
釈
書
に
引
用
さ
れ
た
。
同
説

は
、
塩
土
老
翁
を
祭
神
と
す
る
塩
釜
神
社
の
由
来
譚
に
も
語
ら
れ
、
塩
土
老

翁
を
塩
作
り
の
神
と
す
る
説
が
中
世
に
ひ
ろ
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。『
風
流
神
代
巻
』
は
、
翁
の
名
前
が
塩
土
老
翁
か
ら
「
塩
焼
の
お
き
な
」

に
変
わ
っ
て
お
り
、
時
代
が
下
る
と
、
塩
焼
の
神
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
す
ま
す

強
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
塩
を
「
不
老
不
死
の
薬
で
あ
る
」
と
讃
え
て
い
る
こ
と
も
注
意
を

ひ
く
。『
か
み
よ
物
語
』
に
し
か
み
え
な
い
、
人
間
で
あ
る
翁
が
、
寿
命
が

延
び
て
生
き
な
が
ら
明
神
と
な
る
話
も
、
不
老
不
死
の
薬
で
あ
る
塩
の
霊
験

と
し
て
説
か
れ
る
。
塩
を
不
老
不
死
の
薬
と
見
な
す
考
え
方
は
い
つ
か
ら
現

れ
る
の
か
。
平
安
末
期
成
立
の
説
話
集
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
出
家
し
た

聖
が
「
永
ク
穀
ヲ
断
チ
塩
ヲ
断
テ
、
山
ノ
菜
・
木
ノ
葉
ヲ
以
テ
食
ト
シ
テ
、

法
花
経
ヲ
受
ケ
持（

１０
）テ」
修
業
す
る
話
や
、
老
嫗
が
「
米
・
塩
、
及
ビ
菓
子
・

雑
菜
等（

１１
）ヲ」
僧
に
供
養
す
る
話
な
ど
、
塩
に
言
及
す
る
話
が
数
話
載
っ
て
い

る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
、「
い
と
大
な
る
ま
な
板
に
、
な
が
や
か
な
る

庖
丁
刀
を
具
し
て
置
た
り
。
め
ぐ
り
に
は
、
酢
、
酒
、
塩
入
た
る
瓶
ど
も
な

め
り
と
見
ゆ
る
、
あ
ま
た
置
た（

１２
）り」
と
、
猿
神
の
調
理
場
の
描
写
に
塩
が
登

場
す
る
が
、
い
ず
れ
も
、
食
べ
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

米
沢
本
『
沙
石
集
』（
一
二
八
三
）
に
は
、
塩
売
り
に
だ
ま
さ
れ
る
寺
の
坊

主
の（

１３
）話が
あ
る
。
寺
の
坊
主
は
「
ま
こ
と
に
塩
を
ば
、
熊
野
の
道
に
も
百
味

と
云
ひ
て
、
万
の
物
の
気
味
は
塩
に
こ
そ
あ
れ
」
と
、
塩
の
大
切
さ
を
述
べ
、

塩
を
買
い
求
め
る
。
し
か
し
、
塩
十
四
・
五
俵
が
買
え
る
「
上
品
の
絹
一
疋
」

で
、
塩
一
俵
を
買
っ
て
し
ま
う
。
塩
売
り
の
活
動
や
、
塩
の
価
値
を
教
え
て

く
れ
る
興
味
深
い
話
で
あ
る
が
、
や
は
り
調
味
料
と
し
て
の
評
価
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

「
塩
焼
文
正
」、「
塩
売
文
正
」
と
知
ら
れ
る
御
伽
草
子
『
文
正
草
子
』
は
、

製
塩
業
で
富
を
得
た
文
太
の
立
身
出
世
譚
で
、
鹿
島
大
明
神
に
祈
願
し
て
授

か
っ
た
二
人
の
娘
が
、
帝
と
関
白
殿
の
御
子
と
結
ば
れ
る
、
め
で
た
い
話
で

あ
る
。
こ
の
『
文
正
草
子
』
に
は
、
文
太
の
作
っ
た
塩
の
効
能
が
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
る
。

▽
ふ
ん
た
が
し
ほ
は
、
あ
ぢ
は
ひ
も
よ
く
、
か
う
人
も
、
色
し
ろ
く
、
こ

の
し
ほ
を
く
へ
ば
、
や
ま
い
も
な
く
、
う
れ
へ
も
な
し
。

（
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
文
正
草
子
』）

▽
此
文
太
が
塩
と
申
す
は
、
こ
こ
ろ
よ
く
て
、
食
ふ
人
病
な
く
若
く
な
り
、

ま
た
塩
の
あ
ほ
さ
つ
も
り
も
な
く
、
三
十
層
倍
に
も
な
り
け
れ
ば
、
や

が
て
徳
人
に
な
り
給
ふ
。

（
渋
川
版
『
文
正
そ
う
し
』）

伝
本
に
よ
っ
て
は
、
塩
の
効
能
の
説
明
を
欠
く
も
の
も
あ
る
が
、
食
べ
る

と
「
病
が
な
く
な
り
、
若
く
な
る
」
と
す
る
内
容
は
、『
か
み
よ
物
語
』
に

説
く
塩
の
説
明
に
近
い
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
薬
と
し
て

の
塩
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
本
草
学
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。『
本
草
綱
目
』
は
、
明
の
李
時
珍
が
書
い
た
本
草
学
書
で
、
慶
長
十

二
年
（
一
六
〇
七
）
日
本
に
伝
来
す
る
と
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に

最
初
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
、
後
に
十
一
種
に
の
ぼ
る
版
本
が
流
布
す
る
よ

う
に
、
近
世
を
通
し
て
本
草
学
の
指
針
と
さ
れ
た
書
で
あ（

１４
）る。『
本
草
綱
目
』

第
十
一
巻
「
石
部
」
に
は
「
食
塩
」
の
条
が
設
け
ら
れ
、
塩
の
種
類
や
効
能

な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
塩
を
「
上
は
国
家
、
宮
廷
の
所
用
に
供
し
、
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下
は
人
民
個
個
の
栄
養
の
科
と
な
る
」
と
説
き
、
諸
文
献
を
引
用
し
な
が
ら

「
風
邪
を
除
き
、
悪
物
を
吐
下
し
、
虫
を
殺
す
」
な
ど
、
薬
と
し
て
の
塩
の

効
能
を
列
挙
す
る
。
そ
の
な
か
に
、「
邪
気
、
一
切
の
虫
傷
、
瘡
腫
、
火
灼

瘡
に
肉
を
長
じ
、
皮
膚
を
補
ふ
」
と
、
皮
膚
に
お
け
る
効
能
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。「
多
く
食
す
れ
ば
顔
の
色
沢
を
失
ひ
、
皮
膚
を
黒
く
し
、
筋
力
を
損

ず
る
」
と
い
う
害
の
説
明
か
ら
も
、
塩
の
美
白
効
果
が
推
測
で
き
る
。『
本

草
綱
目
』
は
基
本
的
に
、
塩
の
利
と
害
の
両
面
を
紹
介
し
て
い
る
が
、「
一

斉
で
百
人
の
病
を
救
ふ
こ
と
が
出
来
る
」
と
説
く
「
錬
塩
黒
丸
」
を
は
じ

め
、
塩
を
使
っ
た
治
療
法
と
効
能
を
多
く
載
せ
て
お
り
、
薬
と
し
て
の
塩
の

側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
塩
を
薬
と
す
る
認
識
の
広
ま
り
に
は
、『
本
草

綱
目
』
の
流
布
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
ま
と
め

中
世
に
は
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
影
響
を
う
け
、
塩
土
老
翁
に
関
す
る
新

し
い
伝
承
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
伝
承
を
物
語
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
か
み
よ
物
語
』
の
特
徴
と
い
え
る
。
詞
書
に
は
、

「
上
下
ば
ん
み
ん
、
塩
を
食
す
れ
ば
、
不
老
不
死
の
薬
と
な
る
」
や
、
領
地

を
与
え
ら
れ
た
翁
を
「
う
ら
や
ま
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
」
の
よ
う
に
、
読
者

を
意
識
す
る
表
現
が
多
く
、
新
伝
承
の
吸
収
に
積
極
的
な
『
か
み
よ
物
語
』

の
姿
勢
は
、
読
者
意
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
井
の
場
面
を
め
ぐ
っ
て

①
「
井
」
と
龍
女

龍
宮
に
到
着
し
た
彦
火
々
出
見
尊
は
、
門
の
と
こ
ろ
に
あ
る
井
で
、
龍
王

の
娘
で
あ
る
豊
玉
姫
に
出
会
い
、龍
宮
の
中
へ
と
案
内
さ
れ
る
。天
理
本
『
日

本
書
紀
神
代
巻
抄
』
が
「
門
前
ノ
一
好
井
ト
云
ハ
、
社
ノ
鳥
居
ト
云
是
也
。

鳥
居
ト
云
ハ
、
ト
リ
ハ
戸
也
。
居
ハ
井
也
。
龍
宮
ヲ
学
ン
テ
、
神
社
ニ
立
ル

也
」
と
、
井
は
鳥
居
で
あ
る
と
注
を
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
井
は
神
聖
な
領

域
へ
の
入
口
、
境
界
を
表
す
。
井
が
龍
宮
の
門
に
置
か
れ
、
豊
玉
姫
に
代
表

さ
れ
る
仲
介
者
的
な
存
在
に
出
会
う
場
と
し
て
描
写
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に

井
の
「
境
界
性
」
と
、
内
部
に
入
る
た
め
に
は
「
仲
介
者
」
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
井
や
湖
、
滝
壺
な
ど
を
通
っ
て
、
異
界

へ
渡
る
話
は
多
く
、
そ
の
な
か
で
も
、
次
の
高
麗
太
祖
で
あ
る
王
建
の
始
祖

神
話
は
「
海
幸
山
幸
神
話
」
と
類
似
点
が
多
い
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。

霊
異
。
高
麗
之
先
、
阿
干
康
忠
卜
三

宅
於
二

松
嶽
南
麓
一

以
居
。
其
曽
孫

作
帝
建
娶
二

西
海
龍
王
女
一

、
又
居
二

於
レ

此
一

。
生
二

四
男
一
女
一

。
龍
女

於
二

宅
中
一

堀
レ

井
、
常
由
二

井
中
一

往
二

来
西
海
一

。
戒
レ

夫
曰
、「
我
将
入

レ

井
、
慎
勿
レ

見
レ

之
」。
作
帝
建
、
後
、
従
二

窓
隙
一

窺
レ

之
。
龍
女
率
二

女
子
一

至
二

井
辺
一

、
俱
化
二

為
黃
龍
一

、
興
レ

雲
入
レ

井
。
及
還
、
責
レ

夫

曰
、「
何
負
レ

約
為
。
吾
不
レ

得
レ

在
レ

此
矣
」。
遂
与
レ

女
変
二

為
龍
一

、
入

レ

井
不
レ

還
。
太
祖
即
位
、
追
尊
三

作
帝
建
為
二

懿
祖
一

、
龍
女
為
二

景
獻

王
后
一

、
捨
二

其
宅
一

為
二

広
明
寺
一

。

『
世
宗
実
録
』
の
地
理
誌
・
旧
都
開
城
留
後
司
の（

１５
）条に
み
え
る
こ
の
話
は
、

作
帝
建
と
い
う
人
が
西
海
龍
王
の
娘
を
娶
る
点
、
そ
の
間
で
生
ま
れ
た
子
の

子
孫
が
高
麗
の
始
祖
と
な
る
点
、
約
束
を
破
っ
た
の
で
、
龍
女
が
海
に
帰
っ

て
し
ま
う
点
な
ど
、
そ
の
展
開
が
「
海
幸
山
幸
神
話
」
と
非
常
に
似
通
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
龍
女
、
宅
中
に
井
を
掘
り
て
、
井
の
中
よ
り
西
海

に
往
来
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
話
で
も
、
井
は
龍
宮
へ
の
通
路
、
し
か
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も
龍
女
だ
け
が
使
え
る
通
路
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
境
界
性
と
と
も

に
、
井
と
龍
女
の
関
連
性
を
示
す
こ
と
で
も
興
味
深（

１６
）い。

『
か
み
よ
物
語
』
は
、
そ
の
別
称
「
玉
井
の
物
語
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
井
の
場
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
金
の
桶
を
持
っ
て
水
を
汲
む
豊

玉
姫
と
玉
依
姫
、
二
人
の
姫
君
が
描
か
れ
て
い
る
（【
図
２
】）。
井
の
場
面

は
ほ
か
の
伝
承
に
も
み
え
る
が
、
二
人
の
姫
君
が
登
場
す
る
の
は
『
か
み
よ

物
語
』
の
特
長
で
あ
る
。『
か
み
よ
物
語
』
は
、
龍
宮
で
の
宴
会
場
面
や
尊

が
龍
宮
を
去
る
場
面
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
出
産
の
場
面
、
最
後
の
式
三
番

の
場
面
に
も
、
彦
火
々
出
見
尊
と
並
ん
で
二
人
の
姫
君
が
描
か
れ
、
全
体
を

通
し
て
姫
君
た
ち
の

存
在
感
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
小
林
健
二

氏
が
す
で
に
指
摘
し

て
い
る
よ
う（

１７
）に、
井

の
場
面
を
含
む
二
人

の
姫
君
を
め
ぐ
る
表

現
は
、謡
曲
『
玉
井
』

と
類
似
し
て
お
り
、

芸
能
と
の
影
響
が
う

か
が
え
る
こ
と
で
も

注
目
す
べ
き
表
現
と

い
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
井

が
登
場
し
な
い
伝
承

も
あ
る
。
一
三
三
九

年
に
書
か
れ
た
『
神
皇
正
統
記
』
は
、
龍
宮
入
り
の
場
面
全
部
が
カ
ッ
ト
さ

れ
、
真
福
寺
本
『
八
幡
大
菩
薩
』
と
『
風
流
神
代
巻
』
は
違
う
表
現
に
変

わ
っ
て
い
る
。
真
福
寺
本
『
八
幡
大
菩
薩
』
で
は
、
龍
王
と
思
わ
れ
る
老
人

の
案
内
で
龍
宮
に
入
る
が
、
こ
の
伝
承
で
の
豊
玉
姫
が
、「
通
っ
て
く
る
」

尊
を
待
ち
、
ま
た
、
出
産
の
た
め
に
龍
宮
へ
帰
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
、
尊

に
断
ら
れ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
物
語
に

お
け
る
豊
玉
姫
の
比
重
が
縮
小
さ
れ
、
彦
火
々
出
見
尊
の
権
威
が
強
調
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、『
風
流
神
代
巻
』
に
は
、

龍
宮
に
着
い
て
「
門
を
た
た
く
と
、頭
に
伊
勢
海
老
の
冠
着
た
る
官
人
出
て
、

門
を
ひ
ら
く
」
と
あ
り
、
龍
宮
に
入
っ
た
尊
を
豊
玉
姫
が
迎
え
に
く
る
。
井

の
代
わ
り
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
門
と
官
人
が
「
境
界
性
」
と
「
仲
介
者
」
を
表

わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
の
「
玉
の
女
」

井
の
場
面
が
強
調
さ
れ
る
『
か
み
よ
物
語
』
に
対
し
、『
彦
火
々
出
見
尊

絵
巻
』
に
は
井
の
モ
チ
ー
フ
が
み
え
な
い
。
尊
は
、
次
の
詞
書
の
よ
う
に
、

「
門
の
わ
き
に
立
つ
玉
の
女
」
を
二
回
通
り
過
ぎ
て
、
龍
宮
の
な
か
に
入
る

（【
図
３
】）。

門
の
脇
に
、
玉
の
女
居
た
り
。「
汝
は
何
人
ぞ
。
こ
の
国
の
人
に
も
あ

ら
ぬ
人
の
、
か
く
俄
か
に
出
で
来
た
る
は
」
と
云
ふ
。
尊
、
答
へ
て
曰

く
、「
我
は
、
葦
原
日
本
の
御
子
な
り
」
と
云
ひ
て
、
釣
針
の
事
の
有

様
を
、
初
め
よ
り
語
る
。
玉
の
女
、
聞
き
て
、
帰
り
入
り
ぬ
。
出
で
て
、

門
の
中
に
入
る
べ
き
由
を
云
う
。
そ
の
ま
ま
に
、
中
に
入
り
て
見
れ
ば
、

又
中
門
あ
り
。
同
じ
く
、
瑠
璃
を
以
て
飾
れ
り
。
輝
き
照
る
事
、
初
め

【図２】尊、井で姫君に出会う場面「岩瀬本」
（『岩瀬文庫蔵奈良絵本・絵巻 解題目録』より転載）
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よ
り
も
十
倍
勝
れ

り
。
同
じ
く
又
、
門

の
脇
に
、
玉
の
女
有

り
。
そ
の
女
も
又
、

初
め
の
に
は
勝
れ

り
。
同
じ
様
に
問
へ

ば
、
初
め
の
如
く
に

答
ふ
。
中
に
入
る
べ

き
由
を
云
う
。（『
彦

火
々
出
見
尊
絵（

１８
）巻』）

「
玉
の
女
」
は
『
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
』
に
し

か
み
え
な
い
モ
チ
ー
フ

で
、
詞
書
に
は
、
そ
の
正

体
に
つ
い
て
何
も
記
さ
れ

て
い
な
い
。『
若
狭
彦
若

狭
姫
大
明
神
秘
密
縁
起
』

は
、
本
文
内
容
の
類
似
性

か
ら
、『
彦
火
々
出
見
尊

絵
巻
』
と
の
関
連
性
が
指

摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、「
玉
の
女
」
に
該
当

す
る
個
所
は
「
金
門
脇
ニ

宝
冠
シ
タ
ル
女
人
、
容
顔

美
麗
ニ
シ
テ
、
天
人
モ
覚
哉
ト
厳
ガ
立
給
ヘ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。「
容
顔

美
麗
」
は
「
玉
」
を
美
称
と
し
て
理
解
し
た
結
果
と
思
わ
れ
、
縁
起
が
著
さ

れ
る
段
階
で
は
、「
玉
の
女
」
が
特
定
の
意
味
を
持
つ
語
彙
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
に
も
ふ
れ
た
「
大
施
太
子
譚
」
に
も
、

龍
宮
の
「
玉
の
女
」
が
語
ら
れ（

１９
）る。
源
為
憲
『
三
宝
絵
』
上
の
「
精
進
波
羅

蜜
」
に
は
、
龍
宮
に
着
い
て
み
る
と
「
毒
ノ
竜
堀
キ
ヲ
守
リ
、
玉
ノ
女
門
ヲ

守
ル
。
太
子
消
息
ヲ
云
ハ
シ
ム
レ
バ
、
竜
王
驚
奇
シ
ム
」
と
あ
り
、「
玉
の

女
」
は
龍
宮
の
門
を
守
る
者
と
す
る
。
こ
の
話
の
原
典
と
な
る
『
大
方
便
仏

報
恩
経
』
に
は
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
み
え
る
。

得
至
二

城
門
下
一

、
見
二

二
玉
女
一

紡
頗
梨
縷
。
太
子
問
曰
、「
汝
是
何
人
」。

答
言
、「
我
是
龍
王
守
二

外
門
一

婢
」。
問
已
前
入
到
二

中
門
下
一

。
見
二

四

玉
女
二

紡
白
銀
縷
。
太
子
復
問
、「
汝
是
龍
王
婦
耶
」。
答
言
、「
非
也
。

是
龍
王
守
二

中
門
一

婢
耳
」。
太
子
問
已
。
前
入
到
二

内
門
所
一

。
見
二

八

玉
女
一

紡
黄
金
縷
。
太
子
問
曰
、「
汝
是
何
人
」。
答
言
、「
我
是
龍
王
守

二

内
門
一

婢
耳
」。
太
子
語
言
、「
汝
爲
レ

我
通
大
海
龍
王
。
閻
浮
提
波
羅

奈
王
善
友
太
子
。
故
レ

来
二

相
見
一

、
今
在
二

門
下
一

」。
時
守
門
者
、
即

白
レ

如
レ

是
。

（『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
三
）

右
は
、
龍
宮
に
着
い
た
太
子
が
、
門
の
と
こ
ろ
で
「
玉
の
女
」
に
出
会
う

場
面
で
あ
る
が
、「
玉
の
女
」
と
い
う
表
現
だ
け
で
な
く
、
訪
問
者
と
問
答

を
行
う
こ
と
も
、『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
と
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
玉
の
女
」
が
、
門
を
守
る
者
で
あ
り
、
訪
問
者
と
龍
王
の
間
で
仲

介
役
を
果
た
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
述
べ
た
井
の

場
面
が
持
つ
性
格
、「
境
界
性
」
と
「
仲
介
者
」
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

【図３】尊、玉の女に出会う場面『彦火々出見尊絵巻』
（『彦火々出見尊絵巻の研究』より転載）
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つ
ま
り
、
表
現
は
異
な
る
が
、「
玉
の
女
」
は
「
境
界
性
」
と
「
仲
介
者
」

を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
井
の
場
面
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
容
が
生
ま
れ
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
稲
本

万
里
子
氏
が
「
龍
王
の
娘
は
、
魔
性
を
失
い
、
出
産
時
ま
で
宮
殿
の
奥
に
隠

さ
れ
、
龍
王
で
あ
る
父
の
い
い
つ
け
に
従
う
姫
君
と
し
て
表
わ
さ
れ（

２０
）る」
と

指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
入
れ
替
え
は
、
従
順
的
な
姫
君
を
表
現
す
る
た
め

の
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。
従
順
的
な
姫
君
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
井
の

場
面
を
削
除
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
一
方
、
兄
を
服
従
さ
せ
る
力
を
手
に

入
れ
る
神
聖
な
異
界
と
し
て
、
龍
宮
は
異
界
の
権
威
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
で
、
井
と
同
じ
性
格
を
持
つ
「
玉
の
女
」
が
描
か
れ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

③
ま
と
め

仏
教
の
伝
来
以
後
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
海
神
は
龍
王
、
海
神
宮
は
龍

宮
へ
と
代
わ
っ
て
い
く
。「
海
幸
山
幸
神
話
」
も
例
外
で
は
な
く
、『
彦
火
々

出
見
尊
絵
巻
』
の
段
階
か
ら
龍
宮
・
龍
王
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仏

教
に
お
け
る
龍
は
、
畜
生
道
に
属
し
て
、
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
る
存
在
と
し
て

説
か
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
十
三
世
紀
の
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
元
暁
伝
に

み
え
る
よ
う
に
、
龍
宮
は
経
典
を
収
め
る
場
所
で
あ
り
、
ヒ
ル
コ
を
エ
ビ
ス

と
し
て
再
生
さ
せ
る
ご
と
く
、聖
な
る
異
界
と
し
て
の
機
能
を
保
っ
て
い
た
。

「
海
幸
山
幸
神
話
」
に
み
ら
れ
る
龍
宮
へ
の
入
り
方
は
、
井
で
出
会
っ
た
豊

玉
姫
に
案
内
さ
れ
た
り
、
玉
の
女
に
導
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、
複
数
の
パ
タ

ー
ン
が
確
認
さ
れ
る
が
、
聖
な
る
異
界
と
し
て
の
龍
宮
認
識
に
基
づ
く
も
の

が
多
く
、「
海
幸
山
幸
神
話
」
に
お
け
る
龍
宮
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
神

聖
性
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
三
）
宝
珠
に
つ
い
て

①
「
潮
満
瓊
・
潮
涸
瓊
」
か
ら
「
満
珠
・
干
珠
」
へ

彦
火
々
出
見
尊
が
持
っ
て
帰
る
、
潮
を
操
る
宝
珠
の
名
称
は
「
潮
満
瓊
・

潮
涸
瓊
」
か
ら
「
満
珠
干
珠
」
へ
と
変
わ
る
。『
神
皇
正
統
記
』
に
「
海
神

ヒ
ル
珠
・
ミ
ツ
珠
ヲ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
兄
ヲ
シ
タ
ガ
ヘ
給
ベ
キ
カ
タ
チ
ヲ
オ

シ
ヘ
申
ケ
リ
」
と
あ
り
、了
誉
の
『
日
本
書
記
私
鈔
』
巻
二
に
も
「
潮
満
瓊
・

潮
涸
瓊
シ
ホ
ミ
ツ
ニ
シ
ヲ
ヒ
ル
ニ
ト
ハ

今
ノ

世
ヲ

云
ヒ

伝
ヘ
タ
ル

満
珠
干
珠
ノ

事
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、
十
四
世
紀
以
後
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
満
珠
干
珠
」
の
用
例

が
多
く
散
見
す
る
。『
日
本
書
記
私
鈔
』
が
、
潮
満
瓊
・
潮
涸
瓊
に
「
今
の

世
に
云
い
伝
え
た
る
満
珠
干
珠
」
と
注
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
注

が
付
け
ら
れ
た
段
階
で
は
、「
満
珠
干
珠
」
の
方
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
世
に
知
ら
れ
て
い
た
「
満
珠
干
珠
」
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の

か
。
一
三
〇
〇
年
前
後
に
成
立
し
た
『
釈
日
本
紀
』
巻
八
「
潮
満
瓊
及
潮
涸

瓊
」
条
に
は
、
海
幸
山
幸
の
宝
珠
と
、
神
功
皇
后
の
三
韓
遠
征
を
結
び
付
け

る
記
述
が
み
え
る
。
神
功
皇
后
の
三
韓
遠
征
の
時
、
新
羅
の
宮
廷
に
海
潮
が

満
ち
た
の
は
、
こ
の
潮
満
瓊
・
潮
涸
瓊
の
力
で
あ
る
と
し
、
皇
后
が
海
で
如

意
宝
珠
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
い（

２１
）る。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
仲
哀
天

皇
二
年
七
月
の
条
に
、
神
功
皇
后
が
豊
浦
津
の
海
中
で
如
意
宝
珠
を
得
た
記

事
は
あ
る
が
、
三
韓
遠
征
と
の
関
係
や
、
そ
の
霊
験
に
つ
い
て
の
記
述
は
み

え
な
い
。「
満
珠
干
珠
」
伝
承
は
、
中
世
神
話
と
し
て
の
神
功
皇
后
神
話
に

初
め
て
現
わ
れ
る
。
神
功
皇
后
神
話
は
、
八
幡
信
仰
と
と
も
に
広
ま
り
、『
八

幡
愚
童
訓
』
な
ど
の
八
幡
縁
起
類
に
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
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影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
結
果
、
満
珠
干
珠
の
方
が
、
よ
り
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
由
阿
が
著
し
た
『
詞
林
采
葉
抄
』
巻
四
の
渤

海
条
に
は
、
神
功
皇
后
が
妹
の
若
多
良
姫
を
龍
宮
に
遣
わ
し
て
「
干
珠
満
珠

ヲ
乞
取
テ
」
渤
海
に
向
か
う
話
が
み
え
、
慶
長
八
年
古
活
字
本
『
太
平
記
』

巻
四
十
「
神
功
皇
后
攻
メ

二

新
羅
一

給
フ

事
」
に
も
「
是
ヲ
御
使
ニ
テ
、
龍
宮

城
ニ
宝
ト
ス
ル
干
珠
満
珠
ヲ
被
ル

二

借
リ

召
サ

一

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
満
珠
干

珠
」
は
三
韓
遠
征
の
際
、
使
者
が
龍
宮
か
ら
借
り
て
く
る
宝
珠
と
し
て
語
ら

れ
る
。

②
宝
珠
の
形
と
色

「
記
紀
」
を
は
じ
め
、
海
幸
山
幸
神
話
を
伝
え
る

テ
キ
ス
ト
に
は
、
宝
珠
の
霊
験
の
み
が
語
ら
れ
、
そ

の
形
と
色
に
関
す
る
記
述
は
み
え
な
い
が
、『
彦
火
々

出
見
尊
絵
巻
』
と
『
か
み
よ
物
語
』
か
ら
、
そ
れ
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。【
図
４
】
と
【
図
５
】
は
、

各
絵
巻
に
描
か
れ
た
「
満
珠
干
珠
」
で
あ
る
が
、
双

方
が
異
な
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
彩
色
に
も
違
い
が
み
ら
れ
、

『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
の
「
満
珠
干
珠
」
が
薄
い

黄
色
で
あ
る
の
に
対
し
、『
か
み
よ
物
語
』
は
、
満

珠
は
金
色
、
干
珠
は
銀
色
で
彩
色
し
て
い
る
（「
慶

応
本
」
は
両
方
と
も
金
色
）。

こ
こ
で
、『
か
み
よ
物
語
』
の
宝
珠
の
表
現
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。観
世
信
光
作
の
謡
曲
『
玉
井
』

に
は
、
次
の
よ
う
に
、
二
人
の
姫
君
が
「
金
銀
の
椀
」

に
玉
を
備
え
持
つ
描
写
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
釣
針
を
持
つ
龍
王
も
合

わ
せ
、【
図
５
】
の
絵
画
と
非
常
に
近
い
表
現
で
注
目
さ
れ
る
。

〔
天
女
二
人
が
登
場
。
一
人
は
お
盆
に
青
い
玉
を
、
も
う
一
人
は
銀
の

玉
を
乗
せ
て
、
両
手
に
奉
げ
持
つ
〕（
天
女
二
人
）
光
散
る
、
潮
満
玉

の
お
の
づ
か
ら
、
曇
ら
ぬ
き
影
仰
ぐ
な
り
。（
地
）
お
の
お
の
玉
を
、

奉
げ
つ
つ
、
お
の
お
の
玉
を
奉
げ
つ
つ
、
豊
姫
玉
依
、
二
人
の
姫
宮
、

金
銀
椀
裏
に
、
玉
を
備
へ
、
尊
に
奉
げ
、
た
て
ま
つ
り
、
か
の
釣
り
針

を
、
待
ち
給
ふ
。
海
洋
の
宮
主
、
持
参
せ
よ
。

（
謡
曲
『
玉
井
』）

【図４】潮乾玉を振る場面『彦火々出見尊絵巻』
（『彦火々出見尊絵巻の研究』より転載）

【図５】尊、龍宮を去る場面「岩瀬本」
（『岩瀬文庫蔵奈良絵本・絵巻 解題目録』より転載）
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ま
た
、
最
初
に
二
人
の
姫

が
捧
げ
て
持
つ
「
青
」
と

「
銀
」
の
玉
は
、『
八
幡
愚

童
訓
』
を
は
じ
め
と
す
る

「
八
幡
縁
起
類
」
に
共
通
し

て
み
ら
れ
る
「
乾
珠
は
白

珠
、
満
珠
は
青
珠
」
と
す
る

描
写
と
一
致
す（

２２
）る。「
八
幡

縁
起
絵
巻
」
の
伝
本
は
非
常

に
多
い
が
、
な
か
に
は
『
か

み
よ
物
語
』
の
よ
う
に
、
お

盆
に
「
満
珠
干
珠
」
を
捧
げ

持
つ
絵
が
描
か
れ
る
十
四
世

紀
の
伝
本
も
あ
る
こ
と
か

ら
、「
八
幡
縁
起
絵
巻
」
が

『
か
み
よ
物
語
』
に
影
響
を

与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。一

方
、『
彦
火
々
出
見
尊

絵
巻
』
は
、
宝
珠
の
色
や
形

の
ほ
か
、
宝
珠
の
使
い
方
に

も
独
自
の
表
現
が
み
ら
れ

る
。
玉
を
「
振
る
」
と
い
う

表
現
が
そ
れ
で
あ
る
。
龍
王

は
、
宝
珠
を
渡
し
な
が
ら
、
そ
の
使
用
法
を
「
潮
満
玉
を
水
に
浸
し
て
、「
潮

満
ち
て
来
」
と
云
ひ
て
振
れ
ば
、
首
に
立
ち
て
溺
れ
惑
は
む
折
に
、
潮
干
玉

を
取
り
出
で
て
、
ま
た
「
潮
干
よ
」
と
て
振
ら
ば
、
ま
た
も
と
の
よ
う
に
、

干
き
な
ん
」
と
説
明
す
る
。「
海
幸
山
幸
神
話
」
は
も
ち
ろ
ん
、
神
功
皇
后

神
話
な
ど
、
満
珠
干
珠
が
登
場
す
る
ほ
と
ん
ど
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
玉
を
水

に
入
れ
て
」
霊
験
を
発
揮
さ
せ
る
が
、『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
と
『
若
狭

彦
若
狭
姫
大
明
神
秘
密
縁
起
』
で
は
、「
玉
を
振
っ
て
」
兄
を
服
従
さ
せ
る
。

「
鎮
魂
」
を
「
タ
マ
フ
リ
」
と
読
む
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
表
現
は
、

兄
に
対
す
る
鎮
魂
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
峯
和

明
氏
は
、「
後
白
河
院
の
圏
内
で
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
と
『
吉
備
大
臣
入
唐

絵
巻
』
と
い
う
二
つ
の
絵
巻
が
、
一
方
は
平
安
京
を
守
護
し
、
一
方
は
海
外

の
脅
勢
や
畏
怖
か
ら
守
り
、
ケ
ガ
レ
を
払
う
意
義
を
そ
れ
ぞ
れ
お
び
る
、
そ

う
い
う
御
霊
絵
巻
と
し
て
作
ら
れ（

２３
）た」
と
、
御
霊
絵
巻
と
し
て
の
絵
巻
制
作

の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
後
白
河
院
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
に
、
鎮
魂
を
う
か
が
わ
せ
る
表
現
が
み
ら
れ
る
こ

と
は
、
絵
巻
の
制
作
意
図
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
と
い
え
る
。

（
四
）
物
語
の
結
末

中
世
の
「
海
幸
山
幸
神
話
」
は
、
彦
火
々
出
見
尊
が
兄
を
服
従
さ
せ
て
、

日
本
の
国
王
に
な
る
ス
ト
ー
リ
ィ
は
保
ち
な
が
ら
も
、
位
を
ゆ
ず
る
過
程
に

お
け
る
兄
弟
間
の
葛
藤
や
兄
と
の
上
下
関
係
が
示
さ
れ
る
後
日
譚
は
ほ
と
ん

ど
語
ら
れ
な
い
。
豊
玉
姫
の
出
産
場
面
に
お
け
る
禁
忌
も
消
え
、
豊
玉
姫
は

出
産
の
後
も
龍
宮
に
帰
る
こ
と
な
く
、
彦
火
々
出
見
尊
と
一
緒
に
暮
ら
し
、

海
路
が
塞
が
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人
物
間
の
葛
藤
要
素
が
排

除
さ
れ
、
彦
火
々
出
見
尊
の
即
位
を
順
調
な
成
行
き
で
描
く
の
は
、
中
世
の

【図６】内裏で式三番が行なわれる場面「旧思文閣本」
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「
海
幸
山
幸
神
話
」
が
持
つ
特
徴
と
い
え
る
。「
記
紀
」
神
話
で
は
、
隼
人

の
服
従
譚
が
説
か
れ
る
が
、『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
の
兄
の
子
孫
は
「
吉

野
郡
」
に
住
み
、
季
節
ご
と
に
贄
を
奉
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
の
テ
キ
ス

ト
に
は
兄
の
後
日
譚
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
時
代
が
下
る
と
、
兄
の
氏

族
の
服
従
譚
は
、
も
は
や
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。『
か

み
よ
物
語
』
は
、葛
藤
の
モ
チ
ー
フ
の
削
除
だ
け
で
な
く
、前
に
あ
げ
た
【
図

１
】
の
「
塩
土
老
翁
に
領
地
を
与
え
る
場
面
」
や
、【
図
６
】
の
「
ウ
ガ
ヤ

フ
キ
ア
エ
ズ
の
成
人
を
祝
う
式
三
番
の
場
面
」
な
ど
、
め
で
た
い
モ
チ
ー
フ

が
複
数
追
加
さ
れ
て
お
り
、
他
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
強
い
祝
儀
性
を
み
せ
る
。

そ
し
て
、『
か
み
よ
物
語
』
の
結
末
部
分
に
は
、
異
国
・
異
界
に
関
す
る

大
変
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
彦
火
々
出
見
尊
が
位
に
つ
い
た
後
、「
り
う

き
う
、
か
う
ら
い
国
ま
で
、
あ
ひ
し
た
が
ひ
、
み
つ
ぎ
物
、
た
か
ら
を
そ
な

へ
、
し
っ
ち
ん
万
ぼ
う
、
み
ち
み
て
り
」
と
し
て
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、

流
球
と
高
麗
か
ら
も
貢
物
が
送
ら
れ
て
く
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
中
世
人
の
世
界
認
識
を
知
る
資
料
と
し
て
有
名
な
金
沢
文
庫
本
「
日

本
図
」（
鎌
倉
末
期
成
立
）
に
は
、
龍
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
国
土
に
対
し
、

そ
の
外
側
に
、
異
国
と
異
界
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
外
側
に
、
高
麗

と
龍
及
（
流
球
）
が
一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
。『
か
み
よ
物
語
』
は
、
こ
の

金
沢
文
庫
の
「
日
本
図
」
と
合
わ
せ
て
、
中
世
の
異
国
意
識
が
み
ら
れ
る
資

料
で
あ
り
、
中
世
の
物
語
言
説
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
例
の
少
な
い
貴
重
な

も
の
と
い
え
る
。

ま
と
め

以
上
、『
か
み
よ
物
語
』
を
中
心
に
、
海
幸
山
幸
神
話
の
中
世
に
お
け
る

変
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。『
か
み
よ
物
語
』
は
、
海
幸
山
幸
神
話
の

テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
も
、
絵
巻
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
改
変
の

度
合
い
が
著
し
く
、
そ
の
独
自
的
内
容
か
ら
も
注
目
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
と
い

え
る
。

阿
部
泰
郎
氏
ら
の
先
行
研（

２４
）究で
、
中
世
の
王
権
を
さ
さ
え
る
装
置
と
し
て

の
宝
珠
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
は
宝
珠
信
仰
が
意
味
を

も
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。「
海
幸
山
幸
神
話
」
は
、
真
福
寺
本
『
八
幡
大
菩

薩
』
で
「
皇
帝
の
宝
物
で
あ
る
神
壐
之
箱
」
の
説
明
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
宝
珠
」
と
「
王
権
」
に
関
す
る
神
話
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き

た
。『
か
み
よ
物
語
』
は
、
こ
の
問
題
を
引
き
継
い
で
、
新
し
い
伝
承
を
吸

収
し
、
さ
ら
に
は
琉
球
や
高
麗
に
広
が
る
、
東
ア
ジ
ア
の
世
界
観
を
視
野
に

入
れ
た
、
新
し
い
王
権
神
話
と
し
て
の
海
幸
山
幸
神
話
の
再
創
造
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
、〈
中
世
神
話
〉
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
か
み
よ

物
語
』
は
、
芸
能
と
の
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
も
興
味
深
い
テ
キ

ス
ト
で
、
今
後
、
謡
曲
「
玉
井
」
と
の
比
較
検
討
が
さ
ら
に
必
要
と
思
わ
れ

る
。『

か
み
よ
物
語
』
と
中
世
の
「
八
幡
縁
起
類
」
に
み
ら
れ
る
類
似
点
も
見

逃
せ
な
い
。「
満
珠
干
珠
」
を
媒
介
に
、
海
幸
山
幸
神
話
と
神
功
皇
后
神
話

が
、
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
宝
珠
の
描
写
の
ほ
か
に
も
、「
龍
女
の

結
婚
」
や
「
翁
の
舞
」
そ
し
て
「
鵜
の
羽
で
作
る
産
屋
」
な
ど
、
双
方
に
は

共
通
の
モ
チ
ー
フ
が
多
く
み
ら
れ
、
二
つ
の
絵
巻
が
「
異
国
」
と
「
王
権
」

を
め
ぐ
る
神
話
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
共
通
点
で
あ
り
、『
か
み
よ
物
語
』

と
「
八
幡
縁
起
類
」
と
を
、
よ
り
重
ね
あ
わ
せ
て
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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注

（
１
）
小
川
豊
生
「
中
世
日
本
紀
の
胎
動
―
生
成
の
〈
場
〉
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
日
本
文
学
』
四
十
二
・
三
、
一
九
九
三
年
三
月
）、
な
ど
。

（
２
）
「
海
幸
山
幸
神
話
」
は
、「
記
紀
」
に
全
六
つ
の
伝
承
が
み
え
る
。

各
伝
承
は
、
全
体
の
概
要
（
兄
の
釣
針
を
無
く
し
た
彦
火
々
出
見
尊
が

海
神
の
宮
に
行
き
、
海
神
の
教
え
に
よ
っ
て
兄
を
服
従
さ
せ
、
豊
玉
姫

と
結
婚
し
て
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
を
生
む
）
は
共
通
す
る
が
、
登
場
人

物
の
名
前
な
ど
に
お
い
て
、
伝
承
間
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。
注
意
す
べ

き
異
伝
と
し
て
は
、
①
尊
が
海
神
の
宮
へ
赴
く
際
の
乗
り
物
が
一
尋
鰐

魚
（『
日
本
書
紀
』
第
四
一
書
）、
②
井
で
出
会
う
女
性
が
豊
玉
姫
の
侍

女
（『
日
本
書
紀
』
第
四
一
書
）、
③
宝
珠
の
名
称
が
「
塩
盈
珠
・
塩
乾

珠
」（『
古
事
記
』）、
④
兄
を
服
従
さ
せ
る
方
法
に
宝
珠
が
登
場
し
な
い

（『
日
本
書
紀
』
第
一
一
書
）、
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
『
看
聞
日
記
』
六
巻
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
看
聞
日
記
』
六
巻
、
宮

内
庁
書
陵
部
、
二
〇
〇
二
年
）

（
４
）
小
松
茂
美
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
の
研
究
』（
東
京
美
術
、
一
九
七

四
年
）、『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
・
浦
島
明
神
縁
起
』（
日
本
絵
巻
大
成
、

中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）

（
５
）
小
川
豊
生
前
掲
論
文
（
注
１
）、保
立
道
久
「『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』

と
御
厨
的
世
界
―
海
幸
・
山
幸
神
話
の
絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
物
語
の

中
世：

神
話
・
説
話
・
民
話
の
歴
史
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
八
年
）、
稲
本
万
里
子
「
描
か
れ
た
出
産
―
「
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
」

の
制
作
意
図
を
読
み
解
く
」（『
生
育
儀
礼
の
歴
史
と
文
化
―
子
供
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
』
森
話
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
小
峯
和
明
「
御
霊
信
仰

論
―
田
楽
と
絵
巻
」（『
院
政
期
文
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、

な
ど
。

（
６
）
小
林
健
二
「
特
別
寄
稿
「
か
み
代
物
語
」
の
諸
本
と
岩
瀬
文
庫
の
位

置
」（
石
川
透
監
修

阿
部
泰
郎
・
阿
部
美
香
編
『
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良

絵
本
・
絵
巻

解
題
目
録
』
二
〇
〇
七
年
）、
日
沖
敦
子
「
大
阪
府
茨

木
市
磯
良
神
社
（
世
話
方
七
軒
）
蔵
「
玉
之
井
之
縁
起
」
絵
巻
に
つ
い

て
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
六
一
、
二
〇
一
二
年
八
月
）

（
７
）
以
下
『
か
み
よ
物
語
』
の
詞
書
は
「
岩
瀬
本
」
に
よ
る
。
但
し
、
欠

字
・
誤
字
は
「
青
山
本
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
８
）
『
三
国
伝
記
』
巻
九
の
第
四
話
「
大
施
太
子
到
テ
二

龍
宮
ニ
一

乞
二

如

意
珠
一

事
」

（
９
）
「
天
満
大
自
在
天
神
、
或
塩
梅
二

於
天
下
一

、
輔
導
二

一
人
一

」（
思
想

体
系
『
北
野
天
神
縁
起
』
の
補
注
に
よ
る
）

（
１０
）
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
第
四
十
話
「
金
峰
山
�
嶽
良
算
持
経
者

語
」

（
１１
）
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
第
五
十
一
話
「
伊
勢
国
飯
高
郡
老
嫗
、
徃

生
語
」

（
１２
）
『
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
巻
十
の
第
六
話
「
吾
妻
人
生
贄
を
と
ゞ
む
る

事
」

（
１３
）
『
沙
石
集
』
巻
第
五
本
ノ
七
「
学
生
ノ
見
ノ
僻
タ
ル
事
」

（
１４
）
増
尾
伸
一
郎
「
本
草
書
・
博
物
学
と
食
」（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別

冊
『
文
学
に
描
か
れ
た
日
本
の
「
食
」
の
す
が
た

古
代
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
』
至
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）

（
１５
）
『
高
麗
史
』（
一
四
五
一
）
に
は
よ
り
詳
し
い
内
容
が
載
っ
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
簡
略
な
『
世
宗
実
録
』（
一
四
五
四
）
の
本
文
を
用
い

る
。『
高
麗
史
』
所
収
の
同
話
に
関
し
て
は
、
森
正
人
氏
の
論
文
「
ア
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ジ
ア
の
龍
宮
伝
承
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
二
十
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

が
あ
る
。

（
１６
）
『
三
国
史
記
』「
新
羅
本
紀
」
赫
居
世
居
五
年
の
条
に
「
龍
見
於
閼

英
井
、
右
脇
誕
生
二

女
児
一

、
老
見
而
異
レ

之
收
養
二

之
一

、
以
二

井
名
一

名

レ

之
。
及
レ

長
有
二

徳
容
一

、
始
祖
聞
レ

之
、
納
以
為
レ

妃
」
と
あ
る
よ
う

に
、
新
羅
始
祖
の
朴
赫
居
世
の
后
が
、
閼
英
と
い
う
井
で
龍
か
ら
生
ま

れ
た
こ
と
か
ら
も
、
井
と
龍
女
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。

（
１７
）
小
林
健
二
前
掲
論
文
（
注
６
）

（
１８
）
小
松
茂
美
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
の
研
究
』（
注
４
）
に
よ
る
。
但

し
、
本
文
の
表
記
は
私
意
に
よ
り
適
宜
改
め
た
。

（
１９
）
阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（『
幸
若
舞
曲
研
究
』
四
、
三
弥

井
書
店
、
一
九
八
六
年
）
に
も
指
摘
あ
り
。

（
２０
）
稲
本
万
里
子
前
掲
論
文
（
注
５
）

（
２１
）
大
問
云
、「
此
満
瓊
涸
瓊
二
種
在
二

何
処
一

哉
」。
先
師
申
云
、「
元
歴

之
此
、
宇
佐
宮
濫
行
之
時
、
本
宮
注
文
満
瓊
涸
瓊
二
種
在
二

当
宮
一

之
由

注
進
之
。
然
則
留
二

宇
佐
宮
一

歟
」。
重
仰
云
、「
神
功
皇
后
征
二

伐
三
韓

一

之
時
、
新
羅
海
潮
満
二

彼
宮
廷
一

、
若
令
レ

持
二

此
瓊
一

御
歟
。
如
何
」。

先
師
申
云
、「
宇
佐
宮
者
、
応
神
天
皇
、
姫
神
、
大
帯
姫
（
神
功
皇
后
）、

三
所
鎮
坐
也
。
二
種
瓊
已
在
二

当
宮
一

。
皇
后
征
二

伐
三
韓
一

之
時
、
就
三

新
羅
海
潮
満
二

宮
廷
一

思
レ

之
、
定
令
レ

持
二

此
瓊
一

御
歟
」。
然
而
無
二

慥

所
見
一

。
凡
神
功
皇
后
者
得
二

如
意
宝
珠
於
海
中
一

之
由
。
見
二

彼
皇
后

紀
一

耳
。

（
２２
）
「
其
上
忝
竜
女
ノ
身
ナ
ガ
ラ
人
皇
ノ
后
ト
成
ラ
ン
事
、且
ハ
面
目
也
」

ト
テ
、
二
ノ
玉
ヲ
奉
ル
。
乾
珠
ト
云
ハ
白
珠
、
満
珠
ト
云
ハ
青
珠
也
」

（『
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
）、「
さ
て
か
の
二
の
玉
を
は
、
肥
前
国
佐
嘉

郡
河
上
の
宮
に
納
を
か
れ
け
り
と
な
む
。
旱
珠
と
い
ふ
は
白
色
の
珠
、

満
珠
と
い
ふ
は
青
色
の
玉
、
お
の
〳
〵
長
五
寸
計
の
玉
な
り
」（
絵
巻

『
石
清
水
八
幡
宮
縁
起
』）

（
２３
）
小
峯
和
明
前
掲
論
文
（
注
５
）

（
２４
）
阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
―
中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
―
」（『
岩
波
講

座
東
洋
思
想
第
十
六
巻

日
本
思
想
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、

田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
三
年
）、

中
尾
尭
『
中
世
の
勧
進
聖
と
舎
利
信
仰
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一

年
）、
伊
藤
聡
「
重
源
と
宝
珠
」（『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法

蔵
館
、
二
〇
一
一
年
）、
な
ど
。

使
用
テ
キ
ス
ト

『
大
方
便
仏
報
恩
経
』（
大
正
新
修
大
蔵
経
第
三
巻
『
本
縁
部
（
上
）』
所

収
、
一
九
六
一
年
）

『
日
本
書
紀
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

『
三
宝
絵
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』（
小
松
茂
美
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
の
研
究
』
東

京
美
術
、
一
九
七
四
年
）

『
北
野
天
神
縁
起
』（
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
）

『
三
国
史
記
』（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編

『
訳
註
三
国
史
記
』
韓
国
精

神
文
化
研
究
院
、
一
九
九
六
年
）

『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

『
今
昔
物
語
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
〜

一
九
九
九
年
）
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『
釈
日
本
紀
』（
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
私
記
・
釈
日
本
紀
・
日
本
逸
史
』

所
収
、
一
九
九
九
年
）

『
沙
石
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

『
八
幡
大
菩
薩
』（
真
福
寺
善
本
叢
刊
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
七
・
神
祇

部
二
『
中
世
日
本
紀
集
』
所
収
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）

『
神
皇
正
統
記
』（
日
本
古
典
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）

『
世
宗
実
録
』（
太
白
山
本
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
国
史
編
纂
委
員
会
）

『
日
本
書
記
私
鈔
』（
内
閣
文
庫
本
『
日
本
書
記
私
鈔
』）

『
日
本
書
紀
纂
疏
』（
神
道
大
系
『
日
本
書
紀
注
釈
（
中
）』
一
九
八
五
年
）

『
太
平
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）

『
看
聞
日
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
看
聞
日
記
』
宮
内
庁
書
陵
部
、
二
〇

〇
二
年
）

『
三
国
伝
記
』（
中
世
の
文
学
『
三
国
伝
記
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
六
年
）

『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』（
神
道
大
系
『
日
本
書
紀
注
釈
（
下
）』
一
九
八
八

年
）

『
若
狭
彦
若
狭
姫
大
明
神
秘
密
縁
起
』（
小
松
茂
美
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻

の
研
究
』
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
）

『
か
み
よ
物
語
』（『
室
町
時
代
物
語
集
（
五
）』
所
収
、
一
九
六
二
年
、
石

川
透
監
修
、
阿
部
泰
郎
・
阿
部
美
香
編
『
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
絵

巻

解
題
目
録
』
二
〇
〇
七
年
）

『
玉
井
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
（
下
）』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一

九
六
三
年
）

『
文
正
草
子
』（
岩
波
文
庫
『
御
伽
草
子
（
上
）』
二
〇
〇
四
年
。『
室
町
時

代
物
語
大
成
（
十
二
）』、
一
九
八
四
年
）

『
本
草
綱
目
』（『
新
注
校
定

国
訳
本
草
綱
目
』
春
陽
堂
書
店
、
一
九
七
九

年
）

『
風
流
神
代
巻
』（
古
典
文
庫
、
一
九
七
六
年
）

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
中
世
文
学
会
春
季
大
会
（
於
・
中
央
大
学
）
で

の
研
究
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
、
ま
た

資
料
の
調
査
・
閲
覧
に
際
し
、
御
高
配
下
さ
っ
た
諸
機
関
の
皆
様
、
先
生
方

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

き
む
・
よ
ん
じ
ゅ

大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
）
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